
２０２０年度からの学年暦と授業期間の変更について 

 

山梨英和大学       

学長 菊 野 一 雄  

 

２０２０年度から、山梨英和大学はクォーター制を併用したセメスター制を採用し、前期・後期そ

れぞれの授業数を１４回とし、一回の授業時間を９５分とします。 

学期ごとの授業数は１６回より２回減りますが、総授業時間数に関しては、これまでの「８０分×

１６回＝１，２８０分」と比べると、「９５分×１４回＝１，３３０分」となり、これまで以上の時間

数が確保されます。 

 これによって、これまで以上の総授業時間を確保しつつ、ゆとりをもった学年暦を作り上げるとと

もに、従来の授業方法だけではない多様な魅力ある授業を展開し、一層の教育効果を高めることを目

的として、別表に示すとおり授業時間割の変更を決定しました。  

 この新しい授業時間割は２０２０年度より導入する予定であるため、実質的には、現在の学部１年

生、２年生、３年生、大学院１年生が在学中に変更の影響を受けることになります。授業時間割が変

更された際には、半期の授業実施期間は短縮されるものの、１日あたりの授業時間は延長されること

になり、学修環境・学生生活への影響は少なくないものと予想されます。  

 本学の教職員一同、新しい体制がより教育研究効果を上げるように努めますが、学生の皆さんも、

新たな授業時間割の概要を予めご承知いただき、本変更の主旨をご理解くださるようお願いします。  

 

 以下に、この変更によって見込まれるメリットを箇条書きにしますと、 

⚫ ゆとりをもった学年暦を作り上げるとともに、従来の授業方法だけではなくて、討論やプレゼンテ

ーション・グループ学習など、アクティブラーニング（学生の主体的・協働的な学びを促進できる

授業）を推進し、多様な魅力ある授業を展開し、一層の教育効果を高めることができます。 

⚫ 授業実施期間を各学期につき２週短縮することで、休業期間におけるインターンシップや留学等の

学外活動、ボランティア活動、正課外活動等に活用できる夏期・春期休暇の期間をこれまで以上に

確保できるようになります。 

⚫ 学生の学習と自修のバランスが適度に調整されて、能動的学修への取り組みと、学習効果向上が、

今まで以上に期待できます。 

 

 本学は、この変更を機に、皆さんの学修環境・学生生活をさらに充実したものにできるよう、全力

をあげて取り組んでいきますので、学生皆さんのご協力とご理解をお願いします。 

 

 



１．授業時間変更（２０２０年４月から開始） 

（１）授業時間及び回数を以下へ変更します。 

 

 ２０２０年度以降（変更後） ２０１９年度まで（変更前） 

半期科目 「９５分×１４回」 「８０分×１６回」 

クォーター科目 
「９５分×７回」（週１回）または

「９５分×１４回」（週２回） 

「８０分×８回」（週１回）または

「８０分×１６回」（週２回） 

 

（２）次のとおり時間帯を変更し、学部及び大学院を対象とします。 

 

 
２０２０年度以降（変更後） 

９５分授業 

２０１９年度まで（変更前） 

８０分授業 

１時限  ９：００～１０：３５ ９：００～１０：２０ 

チャペルアワー １０：４０～１１：００ １０：２５～１０：５０ 

２時限 １１：０５～１２：４０ １０：５５～１２：１５ 

昼休み １２：４０～１３：３０ １２：１５～１３：０５ 

３時限 １３：３０～１５：０５ １３：０５～１４：２５ 

４時限 １５：１５～１６：５０ １４：３５～１５：５５ 

５時限 １７：００～１８：３５ １６：０５～１７：２５ 

６時限 設定なし １７：３５～１８：５５ 

 ※夏季集中講義時間帯及びキリスト教教育週間時間帯については別途設定します。 

 

２．学年暦 

 授業時間帯変更に伴い、授業週を現行の半期１６週から１４週へ変更します。 
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